
 

 

 

 

「全国書店員が選ぶ、いま一番売りたい本」の受賞

作が 4 月 10 日発表されました。 

大賞「かがみの孤城」     (辻村 深月) 

２位「盤上の向日葵」     (柚月 裕子) 

３位「屍人荘の殺人」      (今村 昌弘)  

   賞金は･･･クリスタルトロフィー、副賞として図書

券 10 万円分です。ちょっと寂しいですが、本が売

れないこの時代、本屋大賞受賞作品は売れ行きがい

いとか。 また、過去の受賞作品も映画化や漫画化

されることが多いようです。 

日 時：4 月 2５日(水) 10:30 ～ 11:20 

ところ： 花矢図書館 児童室 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ「おはなしの森」     

による絵本や紙芝居などの

読み聞かせです。 

 

  

大館市立花矢図書館 

Tel･Fax 0186-46-1557 

火～金：9:00～19:00 

土・日：9:00～17:00 

休館日：月曜日・祝日 

一般用    学校は毎日がドラマだ 

 ミニ    家 族 で ウ チ 読 

児童室  自  転  車 

 ミニ    さ  く  ら 

花矢図書館では、4 月より 

「ＮＨＫきょうの健康」にかえて 

「ＧＯＥＴＨＥ ゲーテ」男性雑誌を 

入れました。ちょっとリッチな気分に

なれます！雑誌も電話で予約できます 
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メイストームデー(嵐の日) 今年は 5 月 13 日 

   ｢バレンタインデー｣から 88 日目、｢八十八夜

の別れ霜｣ということで、別れ話を切り出すの

に最適とされる日。2 月 14 日の｢バレンタイ

ンデー｣、3 月 14 日の｢ホワイトデー｣、4 月

14 日の｢オレンジデー｣と 14 日あたりに恋人

に関連した記念日が続きます。これを乗り切れ

ば、6 月 12 日には｢恋人の日｣。 

八十八夜の別れ霜 

   八十八夜のころの霜を最後にして、それ以後は

霜が降りず天候が安定し、種 まきの好期とな

るということ。 「別れ霜」は、別名「名残（な

ごり）の霜」「忘れ霜」「霜別れ」などです。 

オレンジデー 

   オレンジは沢山の実がなるため｢繁栄｣｢多産｣

のシンボルとされ、また｢花嫁の喜び｣という花

言葉を持つとして、ＪＡ全農えひめが制定しま

した。 関連本：図書館で(３６５)を検索してネ！ 

 

★ 新着図書  

（大人向け） 

・今の科学でここまでわかった世界の謎９９ 

・いきもの人生相談室 動物たちに学ぶ４７の生き方の哲学 

・人間の未来ＡＩの未来  (中山伸弥／羽生善治著) 

・みんなの「無印良品」日記  

・離乳食大全科 最初のひと口から 

・佐野洋子の「なに食ってんだ」    (佐野 洋子) 

・桜とイチョウの間で            (茶里) 

・日本遺産に消えた女        (西村 京太郎) 

・茶屋四郎次郎、伊賀を駆ける     (諏訪 宗篤) 

・肉弾                (河崎 秋子) 

・定年オヤジ改造計画      (垣谷 美雨) ほか 

（児童･中学生向け） 

・学校図書館 ディスプレイ&ブックトーク 

・サバイバル！危険生物めいろブック 

・となりの火星人           (工藤 純子) 

・あんみんガッパのパジャマさん    (柏葉 幸子) 

・絵本 はじめてのはじまり          ほか 

 上記の本を含め、今月の新着図書の入荷が少々遅れて

おり、下旬ごろになると思います。電話での予約も受付

ていますので、ご利用ください。 

 

   あ い 永遠にあり      高田 郁 著 

73 歳にして、北海道開拓を志した医師・関寛

斎。藩医師、戊辰戦争における野戦病院での功績

など、これまでの地位や名誉を捨ててまでも彼

は、北の大地を目指します。そんな夫を支え続け

た妻・あい。 

幕末から明治へと激動の時代を生き、波瀾の生

涯を送った二人の愛のかたち。実在した知られざ

る傑物の姿は、想像をはるかに超えてー。  

Ｙ 


